
♯萱　皇空、ゴ誓雪第7号

東京鼻田町の合第16回総合と趣親倉のご寮内

拝啓∴初東の候、会員の紬二はますますご隆鼻のこととおよび申し上げます。金の運営にいつもご賂カをい

ただき．上から感称、たしております。

「第鳩回の飴と鮎は“日本デポス15ヂでもお知らせしましたように下亀こより開催することに

なりました。ふるさと東門■からは箱山町長さん、佐藤議長さんをはじめ大数の皆さんのご出席をいただく予定

となっております。今年のアトラクションには「日本綱の側と「会則こよる應し婁大会」を朝風して

おります。万拝お錬り合わせの上大静の皆様がご出席下さいますようご寮内申し上げます。

平成15年5月昔日

期　日　　乎或15年7月6日（即

金　埠　　アルカディア市ヶ谷㈲

千代申区九J財ヒ4－2－25

取．∝H近61．9921

受　付　　10時節分より

総：・各　　11時～11時40分

船・アトラクション
12時（追分へ14時刃分

脚　　9，000円

年会費　　1．000円

※　準緒穐L出欠のご連絡は同封のハガキで

6月10日までにお微いします。また、押切後で

も出席ご希望のかよハガキかせ藷でご連絡の

上ご出席下さい。

“あなたが主役！”葡親身

慮仁者大農虜／
アトラタシ才ンの一昨として、出席者による

應し昔大倉を咋午に続いて企虚しました。奮って

識下さもヽ
捜　す：敢・踊り・寮暴漢熟・手品十小誌・

そ唖打でも0R。

薄ら時伺：5分以内。内容に上り航

参か鷺：粗品進呈
応募オ法：遠超用ハガキの所定柵に亀戸ヽ

＊　応募者多数乃場合は、鵜で決めさせてい

だきますの一n予めご了承下さい。

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散．具

合　長　塩　沢　和　政

※　ハガキと携込み用紙の頚伸輔に近況等をお書き頂

けば日本タボスに赦します。

※　孝劫ヰ娩欠席に変え）有は速やかにご速絡下

さい。

※　お馳せ・ご連絡は下記へお顔いします。

会　長　　舶政　一駄（賂個娼2－範76

事務局　　山口克彦　取αト3815－劉4

銭金担婆　棚三郎lh O嘘㌃21一缶94

※　東通欧の各駅から徒歩的2分）

営団有楽町棟ノ晶北札市ヶ谷択A1－1出口

都営新宿線市ヶ谷択A1－1A4出ロ

JR中央総武札市ヶ谷択

アルカディア市ヶ谷師学舎臥
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霊芝深雪

合
　
の
　
行
事

親
睦
殊
行
合

今
年
は
例
年
の
　
「
ふ
る
さ
と
語

間
」
に
代
え
て
左
記
の
よ
う
に
「
親

睦
殊
行
合
」
を
計
直
し
ま
し
た
。
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

先

場
所
　
箱
根
温
泉

（
宿
泊
場
所
検
討
中
）

集
合
　
新
宿
駅
西
口
　
地
上
一
階

小
田
急
線
改
札
ロ
　
（
1
R

西
口
改
札
を
出
て
階
段
を

上
が
っ
た
所
、
九
時
集
合
）

期
日
　
十
月
十
一
日
　
（
上
）
　
～

十
二
日
　
（
日
）

費
用
　
約
一
八
、
0
0
0
円

観
客
　
十
一
日
箱
根
見
学
、
夜
宴
合

十
二
日
小
甲
原
域
等
見
学

中
込
締
切
　
七
月
末
日

連
絡
先
　
荻
原
啓
治
担
当
理
事

官
藷
＆
フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
三
【
三
三
一
五
・
五
九
三
〇

お
申
し
込
み
の
皆
棟
に
は
後
日
督

料
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

親
睦
マ
レ
ッ
トゴ

ル
フ
大
金

誰
に
で
も
簡
単
で
乳
楽
に
楽
し

め

る

マ

レ

ッ

ト

ゴ

ル

フ

大

倉

を

左

記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

春
季
　
大
月
七
日
　
（
上
）

秋
期
　
十
月
四
日
　
（
上
）

集
合
　
武
蔵
野
線
新
座
択
改
札
口

時
間
　
朝
九
時
十
五
分

参
か
帝
周
一
、
0
0
0
円

中
込
期
限
　
各
開
催
日
の
前
日

連
絡
先
　
　
荻
原
啓
治
担
当
理
事

官
藷
＆
フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
三
二
一
言
二
五
・
五
九
三
〇

携
帯
　
〇
九
〇
・
八
四
号
一
・
二
三
一
七

（
携
帯
は
昼
の
ん
で
す
）

※
雨
天
の
場
合
は
は
中
止
し
ま
す

が
、
当
日
六
時
ま
で
に
電
藷
連
絡

致
し
ま
す
。

春
季
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
さ
る

東
京
鼻
田
町
の
合
、
春
季
親
睦
ゴ

ル
フ
大
金
は
、
好
夫
に
恵
ま
れ
四
月

十
四
日
　
（
月
）
群
馬
県
藤
岡
緑
野
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、
故
郷

鼻
田
町
か
ら
柄
沢
助
役
以
下
六
人
、

東
京
鼻
田
町
の
各
員
十
九
人
参
加

の
も
と
楽
し
く
行
わ
れ
た
。

成
練
は
新
ペ
リ
ヤ
方
式
で
グ
ロ

ス

8

6

、

ハ

ン

デ

ィ

1

3

．

2

、

ネ

ッ
ト
7
2
．
8
の
す
げ
ら
し
い
嵐
練

で
本
原
大
知
出
身
の
横
澤
泉
雄
丸

が
優
勝
、
又
シ
ニ
ヤ
・
女
性
部
門
で

は
七
八
号
に
な
る
傍
暢
中
桟
道
出

身
の
半
田
幸
弘
氏
が
グ
ロ
ス
9
6
、

ハ

ン

デ

ィ

2

0

．

4

．

ネ

ッ

ト

7

5

6
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
1
後
の
懇
軋
合
は
各
人
技

術
反
省
会
－
・
タ
ラ
、
レ
パ
冷
、
な
つ

か
し
い
田
舎
の
近
況
親
告
等
を
丈

わ
し
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
を
忘
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
え
流
が

計
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

鼻
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

今
年
も
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
左

記
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
会
の

皆
様
に
も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

ま
す
よ
う
ご
寮
内
申
し
上
げ
ま
す
。

参
か
予
定
者
に
は
、
詳
細
内
容
を

ご
寮
内
い
た
し
ま
す
。

大
月
二
十
九
日
　
（
日
）

菅
平
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

現
地
集
合
、
現
地
解
散

参
か
啓
一
、
0
0
0
円

プ
レ
ー
費
等各

自
涌
井

泰
阜
親
睦
ゴ
ル
フ
大
各

期
8
　
平
成
十
六
年
四
月
噴

場
所
　
群
馬
県
内
の
予
定

ゴ
ル
フ
同
好
各
員
の
皆
棟
に
は

開
催
一
ケ
月
前
項
ご
寮
内
致
し
ま

す。ゴ
ル
フ
同
好
会
合
東
泉
貌

ゴ
ル
フ
同
好
会
各
員
を
泉
集
し

て
お
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
左
記

の
担
当
理
事
ま
で
お
願
い
致
し
ま

す

。
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三
一
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二
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0
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円
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東
京
鼻
田
町
の
合
ゴ
ル
フ

大
金
予
定

秋
季
軋
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ゴ
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フ
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年
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所
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馬
県
内
の
予
定



“鼻田人マップ’各行のご寮内

東京鼻田町の合では、各員の音きまへのサービスの一環として、鼻田町ご出身の牙やその身

内の才で、東京・周東劇でお店や事第を営んでおられる才を紹介する“奥田人マップ”（仮

称）の舟行を計晶しています。家族で食事を楽しんだり、何かの和親をする際にも、鼻田町の

出身同士であれば何かと気掛こませるというものです。「おらも鼻田町だにや」rおいもそうだ

ったかいや」といった官需がなつかしいですね。

つきましては、応よ用紙を同封させて頂きましたので、次の妥領で奮って応募ください。

なお、今噌＝ユ最初の或みのため、マップへの掲載料は無料にしています。

吉乙

○対象地区　東京都とその周辺県（千着・埠五・神を川・汲楓・栃木・群馬・山梨県等）
○対象のお店や事芽　（一例ですので、これに軋りません）

・飲食震（日本そば・ヤ羊・寿司・焼肉・喫茶・バー・スナック）
・サービス帯（医院・弁護士・税理士・会計士・司法書士・経営コンサルタント

不動産鎮定士・デザイン・個人タクシー）

（理容・美容・クリーニング・テーラー・エステティシャン）

（殊館・民宿・ペンション・学習塾・学枚）
・不動産・丈革帯（不動産・建築工事・内装常務・左官・骨ビル・アパート）
・製造第（印刷・製パン）

○応募対象　「東京鼻田町の合」の各員と、その身内の牙や、泉田町出身の知人のれ

○連絡方法　応募用紙にご見入の上、担当理事（琢申恒鋒）宛にFAXして下さい。
・FAX（TEL）番号　0471－75－0823

・住　所　〒277－0063　千着癌柏市西山1－11－18

0応よ期吼　平成15年6月未
以　上

．－　●　●　－　●　●　－　●　■■llll－　■　■　■■■■－　■　■　■－　■　●　■－　●　●　－　●　●　－　■●－■　■　一－　■　－　－●　■－■　■－　●■■－　●●　－■●－●■　■■－●■－一　●■■■■■●　■－　●　●　一－　■　●・－　■　■　－　■　■　－　●　■　■－　■　■－■　■－　■

新会員ご紹介のお廠い
金員の皆確にはいつも合の運営にご協力を頂き親に有難うございます。各員相互の出合い

と親睦、そしてふるさと具申町とのえ流の親膚化を目的に巣生した東京鼻田町の合も、努見浦

15年の帝日を吐えた今日、免算役員のご努力、会員の皆棟のご協力、そして真野町歩局のご

丈後により一人前の同押合に成長いたしました。まことにご同慶の亘りでございます。
この東京鼻田町の合が史に克庚し、昇良し続けるためには金具の増加が何にもまして王者と

思われます。曹株の友人、知人のな糾こ東京鼻田町の合の各員に楕農できる才が点られました

ら、下記雄武にて是非ご一報頂きたく、宜しくお願い申し上げます。

里絡先　塩沢和政　〒276－0046千第秩八千代市大和田新田1074・37　恥1・FaxO47450・3348

ご紹介者　　　　　　　　　棟　Tel： 

氏　　名※ ��r�住　　　　所 彦Vﾂ�出身区 

※　蔑み才の難しいお名前には“ふりがな”をお願いします。
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ふるさと　如町より“新市名称候補募集”のお知らせ

ふるさとの鼻田町が“鼻田町・上申市・丸子町・武石村任意合併協議会”に参加し、捨封

を続けていることは「広粗さなだまちより」の項でもご紹介しておりますが、この度、泉田

町情親政泉課より「新市名称候補1集多額」の「しちかは通信」への掲載を依頼されました
ので下見にご紹介いたします。

こんな機会は稀なことと患いますので、奮ってご応募下さいますようご寮内申し上げます。

新市名称候補のよ集妥領（震）

区　　分 �>���������������������������vR�

①募集範囲 竸X�Lﾘ鈷,ﾘﾌ�.�+X-ﾈ+�/��"�
ア　全戸配布したチラシの専用はがきでご応募ください。（4市町村内） 

・チラシは、協議会だよりに挟む。（1戸2枚） 

・郵送料は、協議会で負担する。 

イ　官雲削まがき、封書、FAX、Eメールに③記載事項を明記してご応募下さい。 

③記載事項 �4����h�8,ﾉkﾈ��亅�ｨ,ﾈ�ｨﾘx,ﾘ-8.�*ｨ,��｢�

イ　名称の理由（省略可） 

ウ　郵便番号・住所 
エ　氏名 

オ　年齢 

④名称の基準 l ��h�9kﾈ�ﾏ9^(,ﾘ��ｫ�ｨ��-�.x*ｨ,姐�-�4ｨ5�4ｨ6�,�.h.蔚ﾈｴﾈ+8.ｨ+ﾙ<x-ﾘ��*ｸ*ｩvR�

易な名称で、次のいずれか1つ以上に該当し、且つ知名度、定着度など住民の－ 

体感を醸成しやすく対外的にも覚えやすい名称をお願いします。 

（現市町村名でも結構です。） 

（ア）当地域の歴史、文化にちなんだ名称 

（イ）当地域の地理的特性を表した名称 

（ウ）当地域の地域的特徴を表した名称 

（エ）住民の理想や願いにちなんだ名称 

（オ）その他新市にふさわしい名称 

応募名称をそのまま採用することが困難な瘍呑たiま、必要に応モモ面東の趣旨 

を披なわない範囲で補作させていただく場合があります。 

⑥応募の制限 �4���ﾋｸ�9*ﾉ�ｩkﾈ/�ｭﾈ/�+駝ﾈ�.�tﾈﾏ�,h+X尨+x�"�イ　漢字、ひらがな、カタカナ以外の名称は、無効です。 

ウ　応募可能数は一人一点とします。 

⑦応募期間 兌ﾙ�ﾃ�YD緝ﾈ��?ｨ*�.y[ﾙ�ﾃ�YD緝ﾈ�3�?ｨ�佇��ｨ-ﾈ,X,h+X-ﾈ+x�(�傲��9tﾈﾏ��｢�

⑧周知方法 仄hｶ8檍+�.h.���ｺhｶ8檍7ｨ�ｸ8�7��ｸ5x���9*ﾉ�ｨﾔﾉ_�鑄��tﾉ�ﾉ_ｩ�y9�,�.h.茨ﾉ&ﾘ+R�
ます。 

⑨選定目途 兌ﾙ�ﾃ�YD繹ﾈ�/�mｩ7(,佰9^(/���.�+X-ﾈ+x�"�

⑳応募作晶の 　権利関係 �饋X+8.ｨ+ﾘﾞﾉV�,ﾈ自��,ﾈﾊ�y�,ﾘ��9hﾘy[仄hｶ8檍,���+x.�+�,h,h+X-ﾈ+x�"�

⑪お問い 　合わせ先 ��968�8�Xｭｸ��*ﾈ�Y�I69*ﾈ�YY����ｩD8�8ﾘy[仄hｶ8檍駟k�ｼr�
〒386－0151　上田市大字芳田1817－2 

電話番号　0268・34・7677（直通） 

☆　内容についてのお問い合わせは合併協議会事務局の倉も義彦（鼻申町職員）さんまで
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芳 傚r�計 

菅平小 澱�6 ��"�

長　小 ����18 �#��

傍暢小 ��2�13 �#b�

本原小 �#b�26 鉄"�

計 鉄R�63 �����

5

歪

さ

な

だ

ま

ち

よ

り

鼻
田
町
・
上
田
市
・
丸
子
町
・
武
志

村
の
任
意
合
併
協
亀
倉
始
動

平
嵐
1
4
年
1
2
月
2
4
日
、
鼻
田
町

・
上
田
市
・
丸
子
町
・
武
石
村
の

第
1
回
任
意
合
併
協
鶏
舎
が
上
田

創
造
館
で
開
か
れ
、
合
併
の
方
式
を

「
村
等
（
新
設
）
合
併
」
と
す
る
こ
と
な

ど
を
決
め
ま
し
た
。

協
親
各
委
員
は
各
市
町
村
と
も
、

首
長
と
助
役
、
魂
長
、
親
員
の
代
表

2
名
、
住
民
代
表
1
名
、
そ
し
て
戦

乱
を
有
す
る
方
1
名
が
委
員
と
な

り
、
全
休
で
2
8
人
の
合
と
な
っ
て
い

ま
す
。

菅
平
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が

L
リ
ー
グ
白
星
デ
ビ
ュ
ー

大
原
学
園
1
a
S
R
A
は
、
菅
平

の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
科
学
専
門
学
校

の
生
彼
ら
が
つ
く
る
チ
ー
ム
。

さ
る
l
月
に
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

北
信
穐
代
表
と
し
て
、
全
日
本
遣
手

権
に
昨
年
に
続
い
て
出
場
し
、
2
回

戦
で
L
リ
ー
グ
の
覇
者
、
日
テ
レ
・

ベ
レ
ー
ザ
に
0
対
1
で
惜
敗
し
ま

し
た
が
、
4
月
6
日
に
は
L
リ
ー
グ

（
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
）
に

デ
ビ
ュ
ー
し
、
「
清
水
第
八
」
（
静
岡

市
）
に
3
対
1
で
快
勝
し
緒
戦
を
飾

り
ま
し
た
。

町
内
小
学
校
の
新
一
年
生
は

1
1
8
人

今
年
の
町
内
の
小
学
枚
の
新
一

年
生
は
1
1
8
人
で
し
た
。
ち
な
み

に
昨
年
の
新
入
生
は
1
3
0
人
、
一

昨
年
は
1
4
5
人
で
し
た
。

新
入
学
児
童
の
多
い
区
は
菅
平

と
荒
井
で
1
1
人
で
し
た
が
、
新
入
学

児
童
の
い
な
い
区
も
8
区
あ
り
、
昨

年
の
5
区
か
ら
増
加
し
ま
し
た
。

「
広
粗
さ
な
だ
ま
ち
」
2
年
連
続

総
合
1
位
に
…
熱
コ
ン
ク
ー
ル
で

平
嵐
1
4
年
長
野
県
市
町
村
広
簸

コ
ン
ク
ー
ル
で
　
「
広
報
さ
な
だ
ま

ち
」
が
町
村
1
邸
で
最
俊
秀
常
を
受

常
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
の
邸
と

町
村
1
邸
、
2
邸
の
最
俊
秀
常
の
な

か
か
ら
一
つ
だ
け
逢
ば
れ
る
、
総
合

l
位
も
受
労
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、

2
年
連
続
の
史
常
に
な
り
ま
す
。

受
常
し
た
の
は
「
2
0
0
2
年
‖

月
号
」
。
少
子
化
の
凍
題
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
た
特
集
・
学
校
が
一
つ

に
な
る
日
と
、
上
野
バ
ィ
パ
ス
の
工

事
予
定
を
取
り
上
げ
た
特
集
・
上
野

バ
イ
パ
ス
の
そ
の
後
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
親
は
こ
の
受

常
で
全
国
広
鼠
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
五
頑
が

御
用
に

今
年
3
月
中
の
4
回
の
日
曜
日

に
傍
陽
の
大
庭
か
ら
中
組
に
か
け

て
の
山
中
で
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
作

業
が
行
な
わ
れ
、
五
頑
の
捕
獲
に
武

功
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
増
え
続
け
る

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
対

象
と
し
て
猟
友
会
が
お
こ
な
っ
た

も
の
で
す
。

東
田
中
学
枚
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
に
指
定

県
内
の
1
6
の
中
学
校
が
指
定
さ

れ

る

学

力

向

上

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

ス

ク
ー
ル
に
鼻
田
中
学
校
が
平
蔵
1
5

年
度
か
ら
2
年
間
指
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

ス

ク

ー

ル

は

生

徒
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
を
図
り
、

確
か
な
学
力
の
向
上
の
た
め
の
実

践
研
究
を
行
な
う
学
校
と
し
て
県

教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
学
校
で

す
。
上
中
地
域
で
は
上
田
三
中
と
鼻

田
中
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
ゆ
き
む
ら
夢
工
身
」

オ
ー
プ
ン

鼻
田
町
農
業
活
性
化
施
設
「
ゆ
き

む
ら
夢
工
彦
」
が
4
月
7
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
（
所
在
地
は
長
の

山
達
家
地
籍
）

建
物
の
中
に
は
そ
ば
加
工
室
、
そ

ば
打
ち
な
ど
の
体
験
道
場
、
菓
子
加

工
室
、
調
理
研
究
室
、
渚
物
加
工
室

な
ど
が
あ
り
、
地
元
農
産
物
を
使
っ

た
特
産
品
の
開
各
や
地
域
情
奴
の

斧
信
、
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場
と

し
て
ひ
ろ
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

洗
馬
川
　
「
駒
込
格
」

架
け
番
え
＝

生
活
道
路
と
し
て
馴
染
ん
だ
町

道
横
道
大
倉
線
の
洗
馬
川
に
か
か

る
「
駒
込
椅
」
が
今
年
は
架
け
番
え

ら
れ
ま
す
。
写
鼻
に
名
残
り
を
残
し

た
い
方
は
今
の
う
ら
に
ど
う
ぞ
＝



平成相手泉谷且の色女きんが決まりまレた。◎且長倉女　○別旦長倉長　く秩微吟）

偉　三井　弁難　　○下　鐸　文　庫訪中時大

敵　五十嵐強大　　　小玉上舞汎　申す　傭番

兵　飯島　わ　　　壷　　　井　心妹　正人

鳥　海漁夫亀男　　　下　　玖　曾下　卑

萩　　　三井　春雄　　　竹　　　重　横沢　鼻瓜

や　竹花　幸男　　　兼　　♯　沖水　偉大

機　進　級申　好男　　　や　　　凍　荻凍　倖一

機　遣　欄内　一飼　　　養　　　本　渡埋　遭え

欄　遣　堀内　寿臭　　　え　　　細　立川　ヰヰ

汎　大育　三卑　　　下　　　凍　呈暗　線徳

島　辛　堀内　数臭　　　町　　　凍　新村　藩康

凍　飯島　ホ切　　　出　　　阜　小山　雄司

合級「日本ダボス」第16号舟行についてのお廟い
貴女　重文　和　裁

価脚の劫全景の割勘ニー▲乎ヰより㈹こタ大をご協力を項き履くお札やレ上げます。

今年も可本タボス算l占号室12丹カニ斯けぺく申騰拗ております。8本タボスti、金納800名と押野拘

乳ケ00戸に送られます。脚の金女真にはもちろん、ふるさと如町にも鼻貫の紺のご連呼ぶり舎お長えする鼻
l胎です。

毒牛のこと嘲瞼ですが脚の専鶏・叔租と厳レい紡柑決の十ですが鴨卓の柵軌にご協力を賜りますようわ
にお軌、やし上げます。

寺稿・榊については鵬紬こついてt脚蛤女が担為しております、生レくお顔いいたレます。

㈱・虎卓の肋リlよI0万10可です。

卸専塙・掬如席軌川00軸用紘4加納で、料を同村レ醐亨までお送り下きい。また、総会の出欠

連絡用ハガキーこ迫兄を他人凍けば「甘木タボスJに柵軌いたします。

予蓼号859－1145　脚501川、89－5－405　購入

T01／Fax O42－949－477占

☆痴綿頼はて‡棚蝮長まで蝿り下きい。癒かものお支払t、は脚に、樹と炒用楓を蝿リレよす
ので、祁利用下きい。

軸科　名剥サイズ　タテ　7．5亡lXヲコ■　8．5cl　10．000円

Ua貫　　　タテク．5ClXヲつけ．5cl　　80．000円

り2貫　　　タテIl．0ClXヲコけSct　　50．000円

l貫　　　タテ28．OclXヨコけ．5cI IOO．000円

予書手180－0002　覿醐醐2－的18脚
T01／Fax O42－22ト85叫　肺　090－8514－8502

レ　ち　か　は　漫偉

舟　行　脚の合

羽絹I JいP克彦

鵬漬　丸井衛人
為胃小夜子
鈴木邦子
城内　手

（♀嵐I5年5月208　発行）

会長亀沢和戎
278－0044　千船脚沖棚10川－87

m・W O47－450－的48

m　08－8815－8844　F〟く　08－88I5一閃4I

m・FAX O42－949－4ケケ6

m　08－糾87－4085　FAX O8－5458－2285

m・FAX O8－5970－も989

m　045－ケ78－8ケ88
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